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今日の前置き

• 14時から16時 コンテスト用ロギングソフトCTESTWIN勉強会 予定講師 JR6IKD

オール熊本コンテストの集計をやっていますが、CTESTWINは勿論ですがHamlogや紙ログの
利用の方もいらっしゃるようです。
夫々に便利なところがあって使用されていると思いますがコンテスト専用のロギングソフトを
使用することでさらに快適にコンテストを楽しめるようになると思います。

当日は1週間後の4月26日開催のALL JAコンテストでの使用を例に挙げて
導入からログ、サマリーシート等の提出書類を生成するまでの流れをご説明します。
2時間程度の時間枠ですのでリグと全ての機能（特にリグとPCの接続方法）
をご説明することは不可能ですので基本的な操作が中心となります。
こちらも利用予定のPCをご持参くだされば、インストールも可能ですが事前の
インストールをお薦めします。
またPC無しでのご参加でも大丈夫です。
勿論、何方でも参加できます。
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自己紹介

呼出し符号：JR6IKD
QTH：熊本市南区
開局：１９７７年３月開局（開局して４８年）
資格：第一級アマチュア無線技士



ＣＴＥＳＴＷＩＮとは

JI1AQY堀内OM作の国内外コンテストに対応したフリーの
コンテスト用ロギングソフトウェアーです。

ダウンロードURL
https://ctestwin.echo.jp/Download.html

CTESTWINは、コンテストの参加に特化した
コンテスト用ロギング・ソフトです。

主な機能は・・・

・コンテストでの交信を記録する

・重複交信のチェック

・リアルタイムなマルチプライヤーと得点の獲得状況の把握

・電話・電信の作成メッセージの送信機能

・デジタルモードの送受信機能

・コンテスト・ログの提出ログ作成

https://ctestwin.echo.jp/Download.html


必要なパソコンや機器

CTESTWINはWindows XP以降のOSで動作します、残念ながら他の
OSでは動作しませんのでご注意ください。
運用するだけなら画面が小さなノートパソコンでも可能ですが、マル
チ表示、得点表示等の別画面を同時に開いて見ながら運用すると
なると大きなモニタが便利です。
私はディスクトップパソコンにモニタを２台接続して運用しています。
パソコンの性能は高いに越したことはありませんが、動作させるため
に最低限このスペック以上が絶対に必要というものはありません。
しかし、性能が低過ぎるパソコンは途中で固まったり動きが遅くなっ
たりするかもしれません。
尚、CW送信を行うには、パソコンと無線機をつなぐ機器が必要にな
ります。自作も可能ですが、多くの方は、USBIF4CWやWinKeyerとい
う市販品のCWインターフェースを購入し接続ています。



コンテスト入力画面



フォント・サイズの変更

• メイン画面の下部分が交信データを入力するエリアです。
ここを少し見やすくします。

• メニューの「フォント」→「QSOデータ表示フォント（英）」を
クリックしフォント画面を表示させます。
お好みのフォントとサイズに変更できますが、
文字サイズを１０に変更してみました。

• 表示の様々な場所のフォント変更が出来ます。

• メイン画面の上半分は、今回のコンテストですでに交信した
データが表示されます。しかし、別途説明するパーシャルチェック
画面を利用すると、この部分はさほど参照しません。
交信済みデータが１８行くらい表示されますが、メイン画面を
小さくするとこの部分が狭くなり表示できる数が減ります。
しかし入力部分の大きさは大きいままです。

• メイン画面を小さくすることで、他のさまざまな画面を開くことが
可能になります。
フォントの設定で色々試してお好みの文字サイズに変更しましょう。



運用に向けての設定①

• 参加するコンテストの選択

赤枠の部分をクリックします。

• コンテスト一覧がホップアップします。
ALL JAコンテストの場合は
【左上に有るALL JAを選択し

OKボタンを押します】

• お正月のQSOパーティに参加する場合は、
「マルチチェック無し/QSO Party」に
チェックを入れます。



運用に向けての設定②
（オール熊本コンテストの場合）

• CTESTWINダウンロード画面から
国内コンテストMDファイルを選択し
ダウンロードします。

•開催時期のMDファイルを選択し
ダウンロードします。
（１月開催）



運用に向けての設定③

バンドの選択

• バンドの選択はメイン画面でバンドを表示している部分
（「7MHz」となっている部分）をクリックして
「Frequency Select」画面を表示させます。
運用するバンドをクリックして、設定を行います。

• マルチバンドで参加する場合、バンドチェンジしたら、
必ずここをクリックしてバンドを変更しておくことを
忘れないでください。

 モードの選択

• バンドと同様に、メイン画面で「CW」と表示されている
部分をクリックすると、MODE選択画面が表示されるので
ここから選択します。

• バンドとモードは、無線機とパソコンをつなぐ
リグコントロールを行っていれば自動的に
変更してくれるので、設定変更ミスがなくなります。



運用に向けての設定④

送信ナンバーの設定

• メイン画面の「Ur RST」をクリックします。
メニューの「設定」→「送信ナンバー編集」でも可能です。
バンドごとにナンバーを入力して「OK」をクリックすると
確定します。

• 全てのバンドでナンバーが同じ場合は、「右のナンバを
全周波数にセット」に入力してその部分をクリックすると
全てのバンドにナンバーが反映されます。「OK」を
クリックして確定させます。

• モードを電信・電話に切り替えるとRSTの部分が自動的に
599（電信）・59（電話）に変更されます。



運用に向けての設定⑤

点数の設定

• 交信の点数が「電信2点/電話1点」や運用バンドによって
点数が異なる場合等で変更を行う場合は、メニューの
「設定」→「点数セット」で設定します。

• ALL JAコンテストでは１QSO１点です。
尚、参加コンテスト名がALL JAを選択していれば
変更する必要はありません。

• フィールドデーコンテストでの「フィールドデー・
ステーションA（無線設備のない場所での移動運用局）」は
必ず「係数2」を指定してください。
指定しないと、ログの得点が係数1のままで出力されます。



運用に向けての設定⑥

自局Call/海外運用設定

• メニューの「設定」→「自局Call/海外運用設定」へ進み
「運用地Call sign」と「Grid Locator」に自局の情報を
入力します。

• 相手局の方位・距離を表示する機能があるので、
Grid Locator を6桁で入力しておくと精度が高くなります。

その他の設定

• メニューの「設定」→「各種設定」で、入力する際の便利な
機能、画面表示のオプション機能、ファイルを保存する際の
機能などが設定できます。

①取消/スペースキー
カーソルが「Call」欄にあるときの「スペース」キーの役割を
設定します。通常はスペースを入力することはありませんので
「CALL←→MY移動する」にしています。



運用に向けての設定⑦

その他の設定

② ファイル

• １局データ入力毎にファイルを上書き保存する。

運用中に回り込みなどからパソコンのフリーズ等の
アクシデントからQSOデータを守ります。

③ 表示

• QSOデータ１行毎に着色する

１行毎に設定したい色はメニューの「フォント」
→「文字色設定」→「QSOデータ１行毎」で
設定できます。



運用に向けての設定⑧

電信編
• メニューの「CW(W)」→「CWパラメータ設定」を
クリックしCW Setｔing画面を表示させます。

• パソコンのファンクションキーに割り当てる符号を
こちらから設定します。

• 自局の呼出し符号の記入を行います。
• Keyイング方法の設定を行います
符号の味付け・送信スピード・定型文の設定・
操作詳細設定

＊送信スピードはショートカット・キーの「Ctrl＋H」キーで速く、
「Ctrl＋Y」キーで遅くなる等、運用中にも変更出来ます。

• ファンクションキー表示の“ボタン幅“の設定が
こちらの画面内にあります。



運用に向けての設定⑨

電話編
電話のコンテストの場合は自分の声をマイクから無線機に
入力して“CQコンテスト“と叫ぶとQSO出来ますがこの時代
無線機に録音した内容をCTESTWINからコントロールする
事により送信する事が出来ますので体力の消耗を低減さ
せる事が出来ます。

• メニューの「設定」→「リグコントロール」→
「Rig Voice再生設定」と進みますと“Voice再生Rig
コマンド設定”の画面が開きます。

• ICOM製の無線機の場合は画面の様に設定すれば完了
ですが、その他のメーカの無線機の場合はマニュアルを
参照して設定して下さい。

• ボイスメモリーの送出は各ファンクションキーを押します。



ログファイルの保管

コンテストの選択が終了したら交信ログの保管場所
を先に決めて置きます。

• メニューの「ファイル」→「名前を付けて保存（A)」
から保存先を決めて下さい。

• 参加するコンテスト毎にファイル名を変えて保存
して下さい。

＊保管場所は控えて置いて下さい。

コンテストの最中に一旦終了した後、再度コンテス
トを再開する場合は保存したファイルを読込む事に
よりQSOデータを引き継ぐ事が出来ます。



パーシャルチェック①

設定しないでもCTESTWINを使用する事は出来ます。

QSBやノイズに埋もれた信号からコールサインやコンテ
ストナンバーを拾い上げる時、一部のみしか聞き取れな
い時、過去のデーターベースから推測をする機能です。
＊同じパソコン内にTurboHAMLOGのログソフトが
入っている事が条件です。

• メニューの「その他」→「HAMLOGデータからパーシャ
ルチェック作成」を選択して下さい。

• 必要なデータを選択し“OK”を押します。



パーシャルチェック②

• 拡張子は ゛.pck “で保存します。
＊保管場所は控えて置いて下さい。

• パーシャルチェックの機能を使う場合はメニュー
の「表示（V)」→「パーシャルチェック表示」をク
リックすると “.pck” ファイルの保管場所を聞い
て来ますので選択して下さい。

私はQSLカードが届いたらJCC/JCG番号を
TurboHAMLOGへ入力する様にしています



運用

①Call 枠にQSO相手のコールサインを入力します → “ENTER”キーを押します → 重複チェックを行います
＊/6 や /QRP 等も入力出来ます。ただし全角文字は入力できません。

②My RST 枠に相手局からもらったナンバーを入力します →  “ENTER”キーを押します → 正しいデータか確認しSaveします

①と②の繰り返しでQSOログが貯まって行きます。

QSOの途中でQSLカードの交換を依頼されたり

コメントを残す必要が有れば備考欄に記入して下さい。



表示

• コンテスト中や終了後に様々なデータ表示が出来ますので
メニューの「表示（V)」のプルダウンから表示させてみて下さい。



ログの提出①

• メニューの「ファイル出力（I)」→「JARL電子ロ
グシート出力」→「JARL推奨新フォーマット
（R2.1）」へ進みます。

• JARLの各支部や一般団体が主催するコンテ
ストでは、「R1.0」を推奨している可能性もある
のでメニューに残っています。
＊オール熊本コンテストはR1.0で提出します

• CTESTWINではJARL主催コンテストは「R2.1」、
それ以外は「R1.0」を基本とします。逆を指定
すると注意メッセージを表示するので指示に
従って進んでください。

R2.1,R2.0とR1.0では次のページの
画面が異なります。



ログの提出②

• 赤文字部分は必須事項です。記載していないと
エラーメッセージが表示されます。→“OK”ボタンを押す

• DXコンテストの場合はコンテスト名称は「コンテスト名
取得」と言うボタンが出て来ますのでこちらをクリックす
ると自動入力できます。もちろん自分で手入力も可能
です。そのほかに必要な項目を入力していきます

• ログシートを出力する際、複数のバンドで交信したがシ
ングルバンド種目にエントリーする場合の説明です。
「ログ出力モード周波数限定」ボタンをクリックして、
「JARLログ印刷/ファイル出力 モード周波数の設定」
画面を表示させます。
提出するバンドモードを限定する場合は、そこだけを残
して、後はチェックを外し「OK」をクリックします。青字が
交信しているバンドとモードです。エントリーしないバン
ドのチェックを外すことで、ログシートに記載される点数
を0にできます。



ログの提出③

• ファイル名に修正が必要であれば修正します。

• ファイルの保管場所を指定します。
（保管場所を控えておく必要が有ります）

• 良ければ“保存”ボタンを押します。



ログの提出④

JARLのホームページから2025年のALL JAコンテスト
の規約を参照しました。（右上）

• ログの提出方法は３通りあります。

①Webからアップする

②E-mailで送信する

③郵送する

①のWebから提出する場合（右下）
イ：提出コンテストを選択する
   （ALL JAコンテストを選択する）
ロ：ファイルの選択をクリックする
ハ：前のページで保存したファイルを選択する
ニ：“選択したファイルをアップロードする“ボタンを押す。



ログの提出⑤

②E-mailで送信する
イ：allja@jarl.org宛て保存したTXTファイルを
添付する

ロ：メール送信する

2019年当時にメールでJARLにログを
提出した時のメール画面を貼りました。



ログの提出⑥

③郵送する
イ：メニューの「ファイル（F)」→「印刷（P)」へ

進みます。
ロ：“JARLログシート印刷”ボタンを押します。

（ログシートが印刷されます）
ハ：“JARLサマリーシート印刷“ボタンを押します。

（サマリーシートが印刷されます）

印刷物のサンプルが次のページにあります。



ログの提出⑦

二：サマリーシート（左側）
（コンテスト１つに付き１枚）
ホ：ログシート（右側）
（１枚当たり25QSO、
交信局数が増えれば
印刷枚数も増えます）

サマリーシートに押捺して
JARLへ郵送します。

〒170-8073

JARL ALL JAコンテスト係



HAMLOGへのデータインポート①

CTESTWINで記録したデータをTurbo HAMLOGに
取り込みたい場合の操作です。
・QSOデータをハムログ側のデータと一括管理し
たい
・パーシャルチェックデータとして後に活用したい
・ハムログからQSLカード印刷をしたい
（HAMLOG側はVer５以上である事が条件です）

①出力するCTESTWINのファイルを開く（上段）
②メニューの「ファイル出力（I)」→「HAMLOG
CSV ファイル出力（V5）」をクリックする（下段）



HAMLOGへのデータインポート②

• こちらの画面で「ファイル拡張子」は「CSV」をチェッ
ク.「Remarks1の設定」「Remarks2の設定」は必要に
応じて入力します。コンテスト名を入れて置くとよい。

• CTESTWINの更新データに記録された備考は
Remarks2に記録できます。「Remarks1,2へのデー
タ出力順序」で、Remarksに書き込む順序を設定し
ます。

• 「ＱＳＬ」欄はQSLカードを送るなら「Ｊ」、送らないな
ら「Ｎ」、CTESTWINの備考でＱＳＬカード送付の支
持を入れているなら「備考にＱＳＬ又はＪＡＲＬがあ
ればＪ」をチェックします。

• 「HAMLOGのログデータからQRA,QTHを取り込む」
にチェックを入れると、使っている「Turbo 
HAMLOG」の過去データからQTHと名前を探し出し
て、出力するCSVファイルに反映させられます。
尚、この機能を使うときは「Hamlog」のファイルより
「Hamlog 50.dll」ファイルを「CTESTWIN」のフォル
ダーへ先にコピーして置く必要が有ります。



HAMLOGへのデータインポート③

• 「Hamlog用データ設定」の設定はこれで終了、
「OK」をクリックします。

• 「Hamlog CSV形式保存ファイル名を入力してく
ださい」が表示される。出力先を選択（ここでは、
2025年度参加フォルダーを選択）し、ファイル名
をを書き換える。ファイル名は、コンテスト名前
などにしておくと解かりやすい。ここでは
「CSV_2025ALL JAコンテスト」としました。

• 尚、「＊」はファイル名に使えない記号なので
「＊」がファイル名にあると保存できませんので
必ず全て書き換えて下さい。



HAMLOGへのデータインポート④

• 「HAMLOG hdb ファイルのバックアップ」が表示さ
れるので、「バックアップを行う」にチェックを入れて
「OK」をクリックします。

• 指定したフォルダーに出力されたCSVファイルが表
示されます

*これで「Turbo HAMLOG」にインポートする
ファイルが出来上がりました。



HAMLOGへのデータインポート⑤

Turbo HAMLOGへデータをインポートします。
必ず事前にHAMLOGのデータを保管して置いて下さい。

出来上がったファイルをTurbo HAMLOGにインポートします。

• Turbo HAMLOGを立ち上げます。

• メニューの「オプション（O）」から「データの保守(D)」と進み
「データのインポート（Ｉ）」をクリックします。 （右上）

• 「データのインポート」が表示されます。 （右下）

• 「CSVファイルから」と「日付時間等が同じデータを除く」に
チェックを入れます。「QSOデータに上書き」と「マスター
データにインポート」のチェックを外し、「開く（O）」をクリッ
クします。（右下）



HAMLOGへのデータインポート⑥

• 「結合するデータ」が表示されるので、先ほど出力し
たCSVファイルを選択して、「開く(O)」をクリックします。
データの重要を注意する旨の画面が表示されるので、
確認したうえで「はい(Y)」をクリックします。
（右上）
＊結合するファイル名を再確認してください。

• データの結合が完了した旨の画面が表示されます。
OKをクリックすると「Turbo HAMLOG」が終了します。
再度Turbo HAMLOGを立ち上げて、データがイン
ポートされている事を確認してください。（右下）
＊インポートしたQSOデータがこれまでのHAMLOG
のQSOデータの後ろに表示されます。



HAMLOGへのデータインポート⑦

データの並び替え
コンテストの最中に通常のQSOを行い、そのQSOデータ
がHAMLOGに有る場合等にはQSOした順番が日付・時
間順に並んでいませんので、ここを日付・時間順にソー
トします。

必ず事前にHAMLOGのデータを保管して置いて下さい。

• メニューの「オプション(O)」から「データの保守(D)」と
進み「日付時間順にソート(S)」をクリックします。（右
上）

• 「QSO・日付時間順ソート」が現れるのでソートする範
囲をレコード番号で選択し「OK」をクリックします。（右
下）

• バックアップを取っているか同課の確認画面が表示さ
れるので「はい(Y)」をクリックするとソートが行われま
す。

作業は以上です。
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